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1.はじめに 

社会科は，「社会認識形成を通して市民的資

質を育成する」教科と言われる。小学校の地域

学習でも，市民的資質の育成に向け，社会認識

を形成することが求められる。そのために地域

学習ではどのような学びを保証する必要があ

るのであろうか。 

現在行われている地域学習では，社会の営み

を人々の願いに基づく工夫や努力として共感

的に理解することに比重が置かれている。森分

孝治は，このような社会のわかり方について，

「工夫・努力，協調による社会の進歩は事実で

はなく，一つの社会観であるにもかかわらず，

それを事実として教授することによって，子ど

もの認識を閉ざしてゆく」（森分，2001：48）と

述べている。地域学習において，地域の人々の

願い，工夫や努力をわかることはもちろん大切

である。しかし，それだけでは社会の理解は一

面的なものとなりかねない。今の社会の有り様

を地域の人々の願いが実現されたものとみな

すため，相対化することも難しい。それでは，

地域学習では地域の社会についてどのように

学ぶことが必要なのであろうか。それはどのよ

うにすれば可能となるのであろうか。 

これらの問いは，小学校の社会科において，

とりわけ地域学習において，「深い学び」をどう

とらえ，どう保証するかを問おうとするもので

ある。平成 29 年に告示された小学校社会科学

習指導要領では，「主体的・対話的で深い学び」

が重視されている。本年度の研究では，「深い学

び」に焦点を当てつつ，「主体的・対話的で深い

学び」を保証する社会科の授業改善に挑み，特

に単元を通して学びを深めていくことを目ざ

した。 

以下，２章では，社会科としての「主体的・

対話的で深い学び」を保証するために，どのよ

うな単元計画の工夫をすればよいか考察する。

３章では，その上で，どのような具体的な手立

てを用いて授業実践をしたのかを明らかにし，

4 章で，その結果を提示し，児童のワークシー

トや OPP シートの記述から分析・考察を行う。

５章では，授業の修正案を提示する。なお，授

業実践は，山梨県内公立小学校の第 4学年 1ク

ラス 35 名を対象にして，平成 29 年 11 月に，

実施した。実践単元は，「昔から今へと続くまち

づくり」である。 

 

2.地域学習における「深い学び」 

 地域学習では，これからの地域社会のよりよ

い在り方について，児童に主体的な判断を促す

授業がなされるべきである。しかし，児童がこ

れからの地域の在り方を考えることができる

ようにするためには，まず現在の地域社会の有

り様をわかるようにすることが欠かせないは

ずである。そこで本研究では，既に在る地域社

会の学習のわかり方に着目した。 

（1）地域学習におけるわかり方 

今在る社会をわかることが「深い学び」のた

めの最低要件であるにもかかわらず，多くの実

践では，それが不十分であるといわれている。

その理由は社会のわかり方にあるのではない

だろうか。 

地域学習では，人びとの工夫や努力によって

地域社会の営みが生まれることを理解するこ

とが学習指導要領では求められている。これを，

棚橋健治は，「認識対象となる社会的事象を子

どもがその内側に立って理解する」（棚橋，

2007：43）とした。また，藤岡信勝も，「行為主



体としての他者の内部に入って想像してみる

こと」（藤岡，1983：115）とした。このように，

人物の気持ちから考えるわかり方は，日常的に

もよくなされており，児童にとっても無理のな

いものである。しかし社会科として社会的事象

を考えるとき，なぜそのような営みをせざるを

得なかったのか，そのような営みをすることが

できるのはどうしてなのかという視点から，社

会のしくみにも目を向けなければ，理解は一面

的で常識的なものに留まりかねない。藤岡信勝

も，「行為者の視野の限界が共感の方法のゆき

どまりであり…（中略）…行為者主体の視野の

外におかれた事象を対象とする」わかり方が必

要だとした。（藤岡，1983：115）今在る社会を

わかるためには，人々の願い，工夫や努力を超

え，その背後にあるものに着目する必要がある。

人びとの願い，工夫や努力から迫る〈内側から

の理解〉とともに，人々の願い，工夫や努力を

超え，その背後にあるもの，なぜそのような営

みをせざるを得なかったのか，そのような営み

をすることができるのはどうしてかに迫る〈外

側からの理解〉が必要である。本研究では，〈内

側からの理解〉と〈外側からの理解〉が既存の

地域社会の有り様を学習するためには欠かせ

ないと考える。 

また，現在のわたしたちの地域社会だけをみ

ていては，それを相対化したり一般化したりす

ることができなくなってしまう。そこで，過去

の地域社会や他所の地域社会と比較したり，関

連付けたりすることで，既存の地域社会の有り

様を当たり前だと思わず一旦少し距離をとっ

てみてみることが大切である。これらの要素も

含めて地域学習をモデル化してみたものが図 1

である。 

 

（2）地域学習の単元構成 

地域学習は，様々な視点から地域的事象を捉

えていく必要がある。そこで，〈内側からの理解

―外側からの理解〉に加えて，〈過去の理解―現

在の理解〉〈自地域の理解―他地域の理解〉を組

み合わせると図２のようになり，８つの視点か

ら単元を構成することができる。教師は，単元

の目標，児童の実態や学習環境に合わせて，８

つの視点のどの視点を，どのような順番で取り

扱うのかを考え，単元を構成していくことがで

きる。 

 具体的な単元「昔から今へと続くまちづくり」

の場合，過去の地域的事象を取り扱うことが中

心に据えられているが，本来は現在の地域社会

の有り様をわかるためにあえて歴史の視点で

取り組む学習として位置付けられているはず

である。そうであるならば，過去の地域社会と

ともに現在の地域社会について取り上げ，過去

の地域社会の学習をいかして現在の地域社会

の学習に臨むことができるようにする必要が

ある。また，過去や現在の地域社会の学習では，

人びとの願いや努力だけで地域社会が成り立

ってきたわけではなく，社会のしくみが人びと

の営みに働きかけていることを理解するため

に，〈内側からの理解〉とともに，〈外側からの

理解〉を保証する必要がある。

 

 
図 1「地域学習における深い学び」 



 
図 2「昔から今へと続くまちづくり」単元の８つの視点 

 

3.授業実践 

（1）単元計画 

本実践では，信玄堤を中心とする一連の治水

を題材として取り扱った。授業実践に向けて単

元構成をする際には，事前アンケートを参考に

した。事前アンケートの結果，児童は信玄堤や

それをつくったとされる武田信玄についての

認識はまだあまりもっていないといえる。した

がって，自地域の地域的事象についての認識が

不正確・不十分であることが考えられる。また，

本単元は現在の地域社会をわかるための過去

の地域社会の学習であることをふまえ，地域の

治水の取り組みを深くわかるためには，現在と

過去の比較が重要だと考えた。確かに，徳島堰

を取り上げ，他地域の水の問題の取り組みと比

較して信玄堤を相対化したり一般化したりす

ることも考えられるが，以上のことから，本実

践では，他地域については取り扱わず，自地域

の治水についての認識を深めることを重視し

た。さらに，まずは学習指導要領の求める，地

域の発展に貢献した先人たちの願い，苦労や努

力をわかることを重視することとした。そこか

ら一歩学びを深めるために，図 3のようなアプ

ローチで単元を構成した。

 

 

図 3「単元構成」



また，現在の水害を防ぐための活動を学習す

ることは，次期学習指導要領の「第 4学年の内

容」で，「自然災害から人々を守るための活動」

として独立することが明記された。この部分は，

これまで「現代社会における災害及び事故の防

止」の内容の取扱いとして「風水害，地震など」

で示されていた。山梨県にとって水害は昔から

悩まされてきた自然災害であり，現在の治水事

業について学習することは，学習指導要領上に

も求められていると言える。 

 

（2）〈内側からの理解〉から〈外側からの理解〉へ 

 第４時では，〈過去の理解〉〈外側からの理解〉

を取り扱った。これまでの学習で，児童は，御

勅使川が氾濫し，お米を収穫することができな

くなったり，安全に暮らすことができなくなっ

たりして困っていることを学習した。そこで武

田信玄が信玄堤をつくり，水害をおさめて安全

に暮らすことができるようにしたことを理解

している。このことから，信玄は甲斐の国の

人々を大切にした，領民思いの領主というイメ

ージを児童はもっている。 

一方で，この治水事業は甲斐の国の財政基盤

を整えるためでもあったという見方もできる。

戦いがつづく戦国時代において恒常的に軍事

面を強くしていくためには，年貢を安定的に納

めさせる必要があり，信玄堤によって洪水を減

らし，領民の生活を守ることが不可欠であった

という〈外側からの理解〉の視点から信玄堤を

とらえることができる。 

しかし，第 4 学年の児童は，これまで〈内側

からの理解〉を中心に学習してきたため，〈外側

からの理解〉の見方をすることは困難であるこ

とが予想された。そのための手立てとして，主

発問の工夫をした。教師にとっての問いを児童

にとっての問いへと変換して問いかけた。第 4

時の教師にとっての問いは，「どうして信玄は

信玄堤をつくらざるをえなかったのか」であっ

た。これを，児童にとって取り組みやすいもの

にするために，「信玄堤ができてよろこんだの

はだれだろう」と問いかけた。この発問に取り

組むことで，戦国の世の中で生き抜くために年

貢が必要で，信玄堤ができて，水害が減ること

で，お米がたくさん収穫できるようになり，年

貢もたくさん集めることができたこと，そうす

ると，強い国づくりをすることができるように

なったため信玄も喜んだことを児童が理解す

ることができると考えた。 

 

（3）〈過去の理解〉から〈現在の理解〉へ 

 第６時，第 7時では，〈現在の理解〉を取り扱

った。過去の地域社会の水の問題への取り組み

を知り，現在はどのように水の問題へ取り組ん

でいるのかを〈内側からの理解〉の視点と，〈外

側からの理解〉の視点から学習する。 

第 6 時では，〈内側からの理解〉を取り扱っ

た。現在山梨県の治水事業の中心的な活動をし

ている甲府河川国道事務所へ，授業者がインタ

ビューに行った様子を聞いて甲府河川国道事

務所で働く人々がどのような願いをもって，ど

のような仕事をしているのかを学習した。 

 第 7時では，治水事業を支えている税金とい

うしくみを理解する〈外側からの理解〉の視点

を中心にした。ここでは，〈外側からの理解〉を

可能にするために，児童が自分事としてとらえ

ることができる発問の工夫をした。前時で学習

した治水事業は，県全体で 5 億円もかかること

を知らせた上で，もし洪水が起きた時，昔と同

じように石積出のために，小笠原地区を含む 22

の村でそのお金を負担したり，労働力を提供し

たりするのであれば不公平だという感覚をク

ラス全体で共有した。そこで，不公平だと感じ

ないために，すべての人が平等だと感じて石積

出を修理するためには，どうすればよいかグル

ープで考えた。そうして，22 の村だけでなく，

すべての人から少しずつお金を集めることが

必要であることを確認し，そのような税のしく

みがあることを学習するようにした。 

 

 



（4）第 4学年地域学習の振り返り 

 第 4学年では，消防署や警察署，浄水場やご

み処理センターなど，わたしたちの豊かな暮ら

しのために働く人々について学習してきた。こ

れらの仕事は，わたしたちが税金を払うことで，

すべての人々が人間らしい生活をすることが

できるように，暮らしを支えている。治水事業

もまたその一つであり，すべての人が洪水の被

害にあうことがないように，国や県が活動して

いる。本単元以降では，県の学習に移行するた

め，その前にこれまでの地域学習のまとめとし

て，税のしくみによってわたしたちの豊かな生

活が保証されていることを理解する〈外側から

の理解〉は，有意義であると考える。授業実践

では，この振り返りの時間を第 7 時に設けた。

現在の治水事業を支えているのは税のしくみ

であることを学習し，そのほかにはどのような

仕事に税金が使われているのかを考えた。 

 

４.成果と課題 

 授業実践をワークシートや OPP シート，プロ

トコルから分析して，成果と課題を考察する。 

（1）成果 

①人物をとりまく社会のしくみと関連付けて考えるこ

とができた事例 

 第 4 時の学習では，信玄が生きていた戦国時

代は戦で勝ち残らなければならない世の中で

あったことや，そのために年貢というしくみが

必要であったことを学習した。それらを関連付

けて信玄堤をとらえなおすことができた。A 児

は，第 4時の OPPシートで大切だと思ったこと

として，「洪水が少なくなると甲斐の国が強く

なるということを信玄はねらっていたという

ことを知れた。農民だけでなく，信玄も喜んだ。」

という授業のまとめを記述していて，「人々の

願いからつくられた信玄堤」という見方から，

戦国の世の中において必要不可欠であった信

玄堤という「戦国の世の中だからつくられた信

玄堤（地域の営みの中で必要不可欠だった信玄

堤）」へと見方を改めることができた。また，B

児は，学習の最後に単元のまとめとして書いた

OPPシートで，「信玄は住民のために信玄堤をつ

くったと思っていたけど，信玄も使うために作

ったということが一番大切だと思いました。」

と記述した。このように，児童の見方を成長さ

せることができたことが成果として挙げられ

る。 

②地域的事象の特色や意味を現在と過去の比較

からとらえなおすことができた事例 

 児童は，信玄堤を取り巻く治水への願いや，

治水事業を行わなければならなかった過去の

社会の様子，現在の治水事業を可能にしている

社会のしくみを学習し，単元のまとめで過去と

現在を比較するワークシートに取り組んだ。そ

して昔も今も治水に対する願いは変わらない

ことや，現在のわたしたちの安全なくらしも当

たり前ではなく，国や県が川の安全を守るため

の取り組みをしていることを学習することが

できた。さらに，現在では治水の取り組みにお

いては，一部の誰かが負担や被害を負うことが

ないように，すべての人が安全にくらすことが

できるようにするしくみが必要であり，それが

税のしくみであることを学習することができ

た。C 児の OPP シートを分析すると，C 児は，

第 3時までの学習では，信玄の功績に関する記

述をしていたが，〈過去の理解―現在の理解〉，

〈内側からの理解―外側からの理解〉の視点で

単元を通して信玄堤を学習することで，わたし

たちの地域にとって現在も課題であると見方

を改めていることがわかった。（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表１ C児の OPPシート 

第〇時 記述内容 

第3時 昔の人が時間をかけてつくった考えたもの

を大事にしていくということが大事だと思

った。昔の人は頭がいいと思った。 

第4時 洪水が少なくなると，かいのくにが強くな

るということを信玄はねらっていたという

ことを知れた。農民だけでなく，信玄も喜

んだ。 

第5時 ずっと水の問題とかかわってきた。 

第6時 甲府かせん国道じむしょが，見回りをして

くれたり，じょうほうを知らせてくれたり

，みんなが安全にくらすことができるよう

に工夫してくれていた。 

第7時 なおすためには，自分たちが出したぜい金

をつかってけいさつかんやごみしょりじょ

うの人たちが協力している。 

第8時 家族やともだち，お年寄のひなんも手伝っ

て，自分の命を守れるようにしたい。 

第9時 昔から今も，みんなが安全にくらせるよう

に工夫してくれていることがわかった。わ

たしたちのくらしのために，今も見回りや

川のていぼうをチェックしてくれていた。 

 

（２）課題 

 小学校段階でも〈外側からの理解〉の視点に

気づかせることができたが，その一方で課題も

みられた。OPP シートを分析すると，授業のね

らいに迫ることができた児童の数が，第７時

〈現在×外側からの理解〉は１８名，第４時〈過

去の理解×外側からの理解〉は１２名と，第４

時の方が少なかった。これは，〈過去の理解×外

側からの理解〉の方が児童にとって難しかった

ということである。 

児童の認識に差が生まれた理由として，２つ

考えられる。１つ目は，第７時で学習する税の

しくみは，税金の存在自体は児童も生活経験の

中で知っているのに対して，第４時で学習する

過去の社会のしくみは児童の生活経験ではと

らえにくいため，発問の工夫はしたものの，す

べての児童が主体的に追究できる発問にはな

っていなかったと考えられる。 

２つ目は，第４時で〈外側からの理解〉の視

点で学習したからこそ，第７時でも〈外側から

の理解〉の視点をとらえやすかったということ

も考えられる。そうであるならば，３・４年生

の地域学習全体にわたって〈外側からの理解〉

の視点を取り入れれば，児童の社会的事象をと

らえる力をさらに伸ばすことができるのでは

ないだろうか。 

 

５．授業の修正案 

 第 4時の〈過去の理解×外側からの理解〉の

視点をより多くの児童が捉えることができる

ようにするために，さらなる授業改善の方策を

考える。 

（１）〈内側からの理解〉の視点だけでは，説明でき

ないことに気づかせる発問 

 〈外側からの理解〉の視点は児童にとって難

しいため，児童の認識に寄り添い，ゆさぶるこ

とで児童の主体的な追究を促したい。まず，導

入段階で児童が第 3時までに学習した〈内側か

らの理解〉の視点だけでは説明ができないよう

な発問をする（図４）。 

 

 
図 4「修正した導入部」 



児童は，信玄堤は甲斐の国の人々の安全なくら

しのためや，豊作のためにつくられたと認識し

ている。そこで，信玄堤をつくるために，20年

という長い年月をかけられ，膨大な費用と人手

もかかったことを取り上げ，そこまでして，信

玄は農民が喜ぶための信玄堤をつくりたかっ

たのだろうか，という発問をする。そうするこ

とで，児童が「そこまでして信玄堤をつくった

のには，何か他のねらいもあったのではない

か。」「信玄堤ができて喜んだのは，農民だけで

はないのかもしれない」という児童の予想が生

まれ，信玄堤ができて喜んだのは，農民だけだ

ったのだろうか，という学習問題をたて，児童

の主体的な追究を促すことができるようにす

る。 

 

（２）児童の素朴な疑問をいかした学習展開 

 児童は，農民が収穫したお米は全て農民自身

が食べるものであると認識している。そこで，

教師が改めて，「本当に農民はお米をすべて食

べることができたのだろうか。」と問い直し，年

貢というしくみがあったことを学習する。そし

てその年貢として献上されたお米は，戦国の世

の中において，戦のために使われたり，信玄堤

を治したりするために使われ，非常に重要な役

割をしていることを学習する。そうしてさらに，

「戦国の世の中ならば，集めた年貢を全て戦の

ために使えばよいのではないですか。どうして

信玄堤を治すためにも使われるのですか。」と

問い直しをする。そうすることで，信玄堤を治

せば，またお米を収穫することができるように

なり，年貢を集めることができてまたその年貢

を戦のために使ったり信玄堤を治したりする

ことができるようになる，という年貢のサイク

ルがわかる。戦国の世の中だったからこそ，信

玄堤が必要であり，信玄堤を治して，安定的に

年貢を集められるようにする必要があったこ

とを理解することができる。そうして甲斐の国

が強くなって，甲斐の国の領主である信玄も喜

ぶ，という本時の学習問題のまとめができるよ

うにする。 

どうして信玄堤を治すためにも年貢が使わ

れていたかを考えにくい児童には，補助発問と

して，「もしも，信玄堤が壊れたままだったら，

どうなってしまうだろう。」と発問する。この発

問によって，信玄堤が壊れたままだと，また洪

水のせいでお米がとれなくなってしまい，戦の

ための大事な年貢を集めることができなくな

ってしまう，ということに気づくことができる

ようにしたい（図 5）。

 

 

図５「修正した第 4時学習展開」 

 



 

図 6「修正したワークシート」 

 

（３）みえない社会のしくみを可視化する工夫 

 ②で示した年貢のサイクルを考える際，児童

はそのしくみをイメージしにくいだろう。そこ

で，みえない戦国時代の信玄堤をとりまく年貢

のしくみを単純化したワークシートや板書に

よって児童がイメージしやすいようにする。改

善前の授業では，お米・農民・信玄の３つの関

係から，農民は信玄に年貢をはらっていたとい

う関係性のみを示すイラストをワークシート

と板書で用いたが，信玄のその先にある，年貢

の使われ方までイメージできるようにするこ

とで，年貢のサイクルに気づきやすくする（図

6）。 

 

6.おわりに 

 社会科としての「主体的・対話的で深い学び」

を保証するために，地域学習としては，まずは

既存の地域社会の学習を充実させることが必

須であり，ここが充実していればこそ，これか

らの地域社会のよりよい在り方を考えていく

ことができるようになる。そして既存の地域社

会の学習では，〈内側からの理解〉の視点に加え

て，〈外側からの理解〉の視点を取り入れること

で，地域社会の有り様をとらえることができる。

さらに，過去の地域社会や他所の地域社会とい

う別の地域社会と比較したり関連付けたりす

ることで，わたしたちの地域社会を相対化して

みることができる。もっとも，これらの視点か

ら単元を構成することだけでは，「深い学び」は

成立せず，「深い学び」を保証するためには，児

童が自分の頭を使って考える「主体的な学び」

を保証しなければならない。そのために，①教

師にとっての問いを児童にとっての問いへと

変換した発問の工夫②〈内側からの理解〉だけ

では説明できないことに気づかせる発問や，児

童の素朴な疑問をいかした学習展開の工夫③

みえない社会のしくみを可視化する工夫，が必

要となる。このような手立てをすることで，第

4 学年の児童なりに〈外側からの理解〉の視点

からも地域的事象を捉えることができ，「深い

学び」となるのである。 

児童が様々な視点から社会的事象をとらえ

ることで豊かな社会認識をうみだすことがで

きるような社会科授業づくりに，これからも励

んでいきたい。 
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